
金
滞
古
蹟
志
巻

廿
七

談
十
る
に
.
=
一
州
都
町
総

K
J古
江
八
幡
は
卯
辰
八
幡
の
別
枇
に
て
‘

上
安
江
村
の
氏
一
脚
也
。
此
の
村
此
闘
は
今
の
長
援
の
第
地
に
あ
り
た
る

よ
し
云
僻
へ
た
り
と
。
此
の
体
訟
は
訣
り
左
り
。
叉
究
永
十
九
年
六

月
朔
日
の
A

軍
部
町
中
定
牲
に
‘
町
人
長
脇
差
さ
し
申
間
敗
、
或
は
白

山
或
は
安
江
参
り
、
或
は
也
脱
共
外
路
見
物
之
折
柄
刀
を
さ
し
‘

率

公
人
民
似
せ
候
妙
見
付
次
第
可
ν
翁
-h
削
言
一
事
。
と
い
ふ
一
僚
を
紋
せ

ら
れ
た
り
。
右
{
古
江
参
り
と
あ
る
は
‘
越
中
の
安
居
の
事
な
ら
ん
か
。

若
し
元
よ
り
安
江
の
都
な
ら
ば
‘

m
A
永
の
関
門
品
枇
安
江
八
幡
多
諸
人

甚
だ
繁
昌
な
し
た
り
け
ん。

O
安
江
八
幡
紳
異
傍
話

附
随
筆
K
云
ム
。
安
江
木
町
若
松
屋
十
兵
衛
末
子
幸
十
郎
、
平
保
十

年
八
月
煩
出
し
、
大
熱
病
陀
て
、
皆
不
食
也
。

隣
家
K
大
坂
屋
十
兵

衛
と
て
、
野
道
功
者
の
制
調
極
屋
あ
り
。
放
に
呼
ん
で
見
せ
け
れ
ば
、

是
は
中
k

大
病
也
。
我
等
併
の
療
治
い
か
ど
也
。
名
磁
裁
へ
被
v

相相候

【
限
】

へ
と
一
宮
ひ
、
小
児
料
旗
開
道
順
可
vM
加
と
て
申
逃
す
。
道
順
見
て
、
是

は
虫
m
m
也
と
て
、
虫
毅
主
用
ひ
け
る
に
、
次
第
に
弱
り
て
・
E
早
存

命
不
定
の
弊
也
。
父
十
兵
衛
一

向
宗
に
て・

祈
念
新
離
は
我
等
の
宗

国
百
に
は
注
し
友
ど
、
日
頃
い
ひ
け
る
口
も
迷
ひ
.
鍛
冶
町
の
八
幡
へ

を
ひ
や
せ
し
が
、
さ
も
な
く
て
、
+
兵
衛
殴
は
と
な
た
な
る
か
、
且記

は
八
幡
よ
り
の
使
也
と
云
ム
擦
の
蚊
屋
の
内
へ
ば
つ
と
光
り
の
さ
し

た
る
は
、
不
思
議
成
り
け
る
有
さ
ま
也
。
+
兵
街
恩
は
や
'
飛
出
で
.

御
札
守
御
符
-
供
物
・榊
酒
等
を
筒
取
り
、
病
人
民
頂
紋
さ
せ
け

り
。
病
人
は
四
・
五
日
湯
水
を
だ
陀
も
不
v

苓
ば
、
二
使
の
通
用
も
な

か
り
し
に
、
小
使
せ
ん
と
一
耳
ふ
聾
も
諮
者
に
聞
え
け
り
。
食
筑
も
出

来
て
、
制
鰐
少
し
用
ひ
け
り
。
秋
の
夜
の
長
き
も
明
け
て
、

父
の
十

兵
術
思
ふ
ゃ
う
‘
悲
し
道
順
老
の
見
立
迷
ひ
な
ら
ん
と
、
大
坂
屋
十

兵
術
K
相
談
す
。
大
坂
屋
診
悦
服
し
て
、

nzは
殊
之
外
宜
し
き
方
に
見

ゆ
。
か
・
ふ
る
事
ζ

そ
あ
れ
と
て
‘
魚
住
道
微
を
融制待
す
。
道
徹
見
て
、

最
早
此
の
病
人
は
助
か
る
者
k
b
ら
字
。
我
等
の
手
K
は
不
v
叶
。
道

順
の
薬
用
ひ
候
へ
と
也
。
道
順
も
来
ら
れ
、
此
の
曲
間
宮
て
.
道
徹

の
療
治
被
'
額
候
へ
と
云
ひ
て
立
師
り
け
り
。
家
内
の
者
ど
も
建
て
道

徹
の
療
治
を
抑
制
み
け
る
儲
、
楽
調
合
し
て
‘
人
参
四
分
宛
入
れ
て
用

ひ
候
へ
と
て
被
v
鮒
け
る
が
、
段
々
快
筑
し
て
、
二
・三
日
の
内
に
本

復
せ
り
。

n
正
は
全
く
八
慨
富
の
御
一
柳
徹
な
り
と
、
父
の
十
兵
術
物
陪

す
。
と
あ
り
。
此
の
後
・
々
も
種
々
怨
問問
の
背
中
ど
も
多
し
と
い
へ

b
。

O
鍛
冶
町
長
徳
寺

金
海
古
践
志
怨
廿
七

四

行
宮
て
、
山
一
品
一
刷
の
新
似
を
頼
み
け
る
品
川
巾
入
れ
け
り
。
共
の
段
紳
主

聞
い
て

、
十
八
榊
供
と
て
有
ν
之
段
被
a
申
聞
ゴ
c
ら
ば
共
の
御
前
脇
被
a

成
下
一候へ

と
い

へ
ば
、
今
夜
は
成
る
ま
じ
く
、
明
町
立
可
a
相
勤
-
と
也
。

十
兵
衛
今
宥
限
り
の
病
人
民
て
候
ま
弘
、
何
と
ぞ
早
k

車中
v
願
と、

再

三
願
ひ
申
問
る
に
ぞ
.
一
柳
主
も
賢
陀
あ
は
れ
と
先
え
、
引
脚
供
の
用
意

中
h
k

念
K
出
来
す
る
背
中
K
て
は
な
け
れ
ど
も
、
幸
ひ
明
日
説
の
一
脚
供

を
振
り
か
で
追
付
御
一
航
路
可
ν
申
と
也
。
十
兵
街
悦
び
、
恭
吉
よ
し

再
三
謝
し
て
立
去
る
。
日
も
本
れ
、
酉
の
下
刻
に
成
り
け
る
に
、
折

節
風
ま
じ
り
て
、
大
雨
移
す
が
如
く
降
り
て
、
十
兵
術
は
取
り
所
も

在
く
部
れ
て
防
り
け
り
。
母
は
蚊
屋
の
内
に
病
人
を
抱
え
て
泣
居
た

る
心
の
内
、
思
ひ
や
ら
れ
て
せ
ん
か
た
丘
〈
、
立
っ
た
り
居
た
り
、

背
戸
へ
行
き
か
ど
へ
行
き
、
身
の
世
成
も
な
か
り
け
り
。
せ
め
て
悶

さ
へ
降
止
ま
ぬ

E
.見
る
と
も
な
く
大
戸
を
聞
け
ば
.
わ
ら
ん
じ
-は

ピ
き
し
た
る
男
四
人
・
愛
よ
か
し
と
よ
と
人
の
家
主
務
ね
佑
ぴ
た
る

鉢
成
る
を
見
扮
て
、
内

へ
入
り
、
蚊
屋
の
内
へ
は
ひ
入
り
て
、

病
人

を
抱
き
て
見
れ
ば
、
最
早
息
も
絶
々
也
。
今
生
の
暇
乞
と
念
俳
由
・
し

て
居
た
る
庭
、
大
戸
を
ほ
と
/
¥
と
拘
〈
。
十
兵
術
は
中
m
H
た
れ

ば
、
商
K
付
き
い
か
成
背
中
を
い
か
成
所
よ
り
巾
甲
車
耶
る
左
ら
ん
と
・
肝

京
派
民
家
也
。
点
字
二
年
の
由
来
牲
に
去
ふ
。
官
時
開
注
文
明
五
年

賀
普
建
立
。
一
冗
能
美
郡
清
水
村
に
在
ν
之
、
金
潔
移
住。

剛院
長
五
年
浅

野
勝
監
奉
忙
て
鍛
冶
町

K
而
地
面
奔
領
仕
。
と
あ
り
。
按
十
る
に
、

京
末
寺
内
超
雲
寺
由
来
書
K
も
‘
文
明
五
年
賀
普
建
立
。

元
能
美
郡

山
川
水
村
民
居
住
。
究
武
七
年
来
末
土
司
君
幼
被
且
申
付
↓
と
あ
り
。
長
徳

喝
の
分
れ
な
ら
ん
。
放
に
共
の
由
来
同
械
に
服
せ
た
る
た
る
べ
し
。

O
鍛
冶
片
原
町

元
総
三
年
火
災
記
K
.
鍛
治
町
鍛
冶
片
原
町
と
あ
り
。
凋
丸
年
地
子

町
肝
前
.
裁
許
附
陀
も
鍛
冶
片
即
町
を
紀
戦
せ
り
。

O
仁
随
寺
前

官
務
中
は
仁
随
寺
の
門
前
地
な
り
し
放
に
.
仁
随
寺
前
と
呼
べ
り
。

明
治
四
年
戸
締
編
成
の
時
、
悶
丸
町
に
廊
せ
し
め
ら
れ
た
り
。

O
木
，新
保
仁
随
寺

東
派
員
宗
道
場
也
。
明
細
帳
K
、
営
寺
開
基
正
蓄
、
延
徳
三
年
二
月

創
立
。
と
記
献
す
る
の
み
。
按
や
'
る
に
、
三
筒
屋
版
六
用
銀
K
.
京

本
願
寺
道
場
仁
脱
出
寺
大
衆
菟
立
町
と
見
h
、
追
加
に
川
仙
時
木
，
新
保

弓
町
と
あ
り
。
叉
元
総
六
年
の
士
艇
に
も
‘
大
衆
再
出
立
町
仁
随
寺
向

小
路
と
い
ふ
事
見
b
た
担
。
さ
れ
ば
最
前
拡
大
衆
発
立
町
に
あ
り
し

Ji. 




